
ビスコースシールドエ法
(増粘シールドエ法)



冴汗て'切ら
過密化 した都市空間は、平面的な広がりと共に超高層化や大深度化が

進み、中でも無限の可能性を持つ地下空間利用が今注目されています。

ウォーターフロント・ジオフロント開発に伴い、交通、上下水道、電

力、通信、エネルギーなどの社会資本整備に地下利用があらゆる地域で

計画 ・実施されています。特に安全性、経済性、環境保全に優れたシ
ー

ル ドエ法は都市 トンネルエ事として多様化されています。

今、あらゆるニーズに応えられるフレキシブルなシール ド技術が求め

られています。

ビスコースシール ドエ法は、シール ドの掘削から掘削残土の輸送や残

土の処理について広範囲に検討 したものであり、特に土圧式シ
ール ドや

泥策式シール ドの加泥材としてすばらしい効果を発揮 します。

工法概要
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― ‐ビスコースシールドエ法 一―

土圧式シール ドエ法は、カッタ
ーヘッ

ドの背後にチャンバ
ーを持つ密閉型シ

ー

ル ド機械で地 山を掘削する工法です 土

質によっては、掘削時にチ ャンバ
ー内で

上が付着 した り推進圧力により圧密が生

じてスクリュー コンペアか ら排上ができ

な くなった り、掘進不能になるケースが

あります  ま た地下水圧の高い砂礫地盤

や砂質地盤 などは、スクリュ
ーコンペア

から地下水が噴発することもあ ります

近年、 これ らの対策 として地山に加泥

材を注入 しつつ掘進する泥土圧 シ
ール ド

エ法が、幅広 く利用されるようになりま

したて し か し、排 出土が泥状化 したり、細

粒分が少な く透水性の良い砂礫地盤では、

掘進の対応が困難になるケ
ースもしばし

あ ります!

ビスコースシール ドエ法は、 これらの

問題点を解決 し且つ経済性、安全性に富

んでぃる工法です
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工法特長

礫や砂質土にKT‐GELを添加することにより保水性の向上と管内摩擦抵抗を低減することができて、
スムーズな長距離ポンプ圧送が可能になります。

坑内を汚さず、

します。

土質によってはK T―Cを添加するこ

とにより、掘削残土を改質するこ

とができますす

KT‐GE Lの注入により掘削土の流動性や止水性が高まります。
チャンバー内の閉塞がなくなリカッターやスクリューコンベ

ア トルクも軽減されるので容易に掘削ができます。

便用材料

作業環境が著しく向上

プラン トが小規模で済むので経済的です

●増粘糖
増粘材はハルフを 主原料 とし

て得 られるセル 回一ス系水溶性

高分子斉けです.そ の水溶液は潤

滑性、保水性に優れ、かつ無公

害で安全な材料です。

I    P H    1   7 . 5 ± 0 . 5

●消粘材
消粘材は排 出土中に含 まれる

増粘材 を、極めて短時間に分解

し、元の地 山に近い状態に戻す

ための材料 で、セルラーゼ剤 を

主成分 とする材料です「

I  P H ( 0 . 2°/ 0液)‐  7 . 5± 0 5

;容解性 水に溶解 安定性 60°C以 下



安全性

K T、G E L、K T―Cの分析試験結果によると、水質汚濁防止法に規定されて
いる有

害物質はいっさい含 まれていません

また、p H、B O D、C O D等 について も現場周辺観測井戸や耕水
調査の結果その

安全性が確認 されてお り環境への影響は無 く、無公害です
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ポンプ圧送状況
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K T一GE Lの配合は、土質によって異なりますが粘性土層で

は、500 c p s～|′500 c p s、砂質シル ト層で|′500 c p s～3′000 c p s、

砂質土層では3′000 c p s～7′000 c p s、砂礫質土層では7′000 c p s

以上となります。

注水率

0～20%

10～20%

10～30%

20-40° /0

で増粘剤 (KT―GEL)の 粘度が無 くなりま孔
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10 30          40
―――一一→ シルト分以下粒度 (%)

' ( K T―G E Lの注入盤は、配合により異なりますが、一般的に上図
のようになりますt

ホッパー内にて自然脱水または強制脱水することによリー般残土として搬出できま孔
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QI注 入豊 (m3)

え:注入率 (%)

Vi掘 削地山容積 (m3)
0=V・ 丸

増粘材

5～ 10kg以 下

10～ 15kg

搬出状況

|くT…GEL混 ムじ前 !<T…G匿 止混入後



プラント

KT‐GELを効率的に混練するために特殊

翼のミキサーを用います。また回転数

も500～700rpmと比較的高いので、短時

間で容易に溶かすことができます。

アジテーターには、超音波センサーが

装備され常にKT‐GEL溶液がストックさ

れ、緊急時に対応できるようになって

います。

KT GEL注 入装置は、シール ドの掘進速度、チャンバー

内圧力 (切羽土圧)、 カッター トルクなどをリア

ルタイムで検知 し、KT―GE L濃 度や;主入率

を適性な状態に常に維持できるよう

にコンビューターにより自動制御

するものですぃ

消粘設備は、消粘材混入方法と排土

方法によって異 ります。設備は、排

土量注入濃度に応 じてKT―Cの添加量

を自動制御することもできますっ

自動製御盤
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O KT―OEL混 含ミキサー

⑤作頑制御盤

9ポ ンプ制御盤

＼泥土圧送ポンプ

③
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アジテーター 2席
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チャンパー

(余剰水処理)
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増 粘  材

標準配合例

(m3当 り)

土質条件に対する適応性

泥 紫  材

セルロース系

増  粘  材

特 鶴分(2mm以 上)比率
少～中～多
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シ ー ル ド

スラリーは高粘性、流動性に

富む

粘度調節が容易
設備がコンパクト

残土処理が容易

1寮
粘材

米占 北生

注入率

5-30kg

997-9852

1′500-10,000cps

5～ 40%

● !掘進適  ▲ :掘進困難
:経済性適  :経 済性不利

臣用機器

透水係数(cm/sec)
10-4_10-2ハゥ10。

名 型 式 仕 様

● KT‐GELス トックサイロ
1 2 m 3 E三村ヨ 2 0 0 V 7 . 5 k W×4 P

2 m l三 相 2 0 0 V  i . 5 k W X 4 P

0 混練ミキサー KTG‐5 0.5ma三 相 7,5kWX4P I/3減 速

0 アジテーター 2 m 3三 相 2kWX 4 P  I / 2 9減 速

0 圧送ポンプ
HS‐20A

HS‐10A

相

相

〓
一
一一一

200V22kWX4P 吐 出盤9～3002/mint圧力max,70kgf/cmO

200V IlkWX4P 吐出盤0～1402/min.圧力max,70kgf/cmと

0 KT,Cポンプ KB‐38 三相 200V 3,7kW 吐 出量4～402/min 圧 力25kgf/cm2

0 作液制御盤 KTG‐C 600× 450X I′400mm                               l

0-|

0-2

ポンプ制御盤

〃

HS,C(HS専 用盤)

ETS‐1(KB専用盤)

4 0 0×2 0 0 X 4 0 0 m mサーボコントロール

6 0 0 ×3 0 0 X  I ′2 0 0 m m インバータ内蔵

圧力計、圧カセンサー、自動パルブ、水タンク、 フ回一メータ、KT‐Cタンク 等
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